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臣幸会窓同城鯉

金
丸
　
≡
謂
一

鯉
城
同
窓
会
に
多
大
な
貢
献
を
さ
れ
た
福
間
駿
吉
さ
ん
（
昭
和
2
4
年
≠
草
）

と
井
上
義
囲
さ
ん
（
昭
和
2
3
年
季
）
が
亡
く
な
ら
れ
た
。
そ
れ
ぞ
れ
の
足
跡

を
た
ど
り
な
が
ら
、
心
か
ら
の
哀
悼
と
感
謝
の
意
を
捧
げ
た
い
。

同
窓
会
役
員
と
し
て
長
年
貢
献
し

た
福
間
駿
吉
さ
ん
（
昭
和
2
4
年
⑨

卒
）
7
月
1
7
日
ご
逝
去
。
8
9
歳
。

（
昭
和
4
3
年
卒
　
会
報
編
集
垂
鼻
会

・
大
石
一
朗
）

福
間
さ
ん
の
ご
自
宅
に
、
何
度

電
話
を
お
か
け
し
た
こ
と
だ
ろ
う
。

二
木
会
で
、
同
期
生
ら
と
テ
ー
ブ
ル

を
囲
む
福
間
さ
ん
　
（
左
か
ら
2
人
目
）

「
○
○
さ
ん
の
追
悼
文
は
誰
に
頼
め

ば
？
」
「
『
鯉
城
の
夕
』
　
の
歌
は
校
歌

だ
っ
た
の
で
す
か
」
…
。
一
中
に
絡

む
テ
ー
マ
を
中
心
に
、
し
ょ
っ
ち
ゅ

う
相
談
に
乗
っ
て
も
ら
っ
た
。

同
窓
会
の
「
生
き
字
引
」
で
あ
る

に
は
理
由
が
あ
る
っ
同
窓
会
副
会
長
、

参
与
を
2
0
年
以
上
務
め
ら
れ
た
っ
か

か
わ
っ
た
以
上
は
手
を
抜
か
な
い
。

す
べ
て
に
全
力
投
球
「
、
－
そ
れ
が
積
み

重
な
っ
て
膨
大
な
知
識
の
蓄
積
に

な
っ
た
。
後
輩
と
し
て
こ
れ
を
利
用

し
な
い
手
は
な
い
。

1
0
年
に
わ
た
っ
て
コ
ン
ビ
を
組
ん

だ
八
木
忠
士
元
会
長
は
「
温
厚
な
人

柄
の
一
方
、
筋
を
通
す
厳
し
い
一
面

も
」
と
許
し
「
二
木
会
、
一
中
慰
霊

祭
な
ど
の
行
事
は
も
ち
ろ
ん
、
母
校

の
入
学
式
、
体
育
祭
な
ど
に
も
こ
ま

め
に
参
加
し
て
く
だ
さ
っ
た
」
と
感

謝
す
る
。
同
窓
会
館
の
建
設
や
、
奨

学
財
団
の
設
立
、
サ
ポ
ー
タ
ー
制
度

の
実
現
、
鯉
城
人
物
録
の
充
実
の
面

で
も
助
け
ら
れ
た
、
と
い
う
〔
一

取
り
組
み
を
見
続
け
た
同
窓
会
の

久
保
木
敬
子
前
事
務
局
長
は
、
二
木

会
の
当
番
幹
事
へ
の
指
導
ぶ
り
を
挙

げ
な
が
ら
「
同
窓
会
へ
の
愛
情
、
母

校
へ
の
思
い
が
本
当
に
深
い
方
で
し

た
」
と
、
人
と
な
り
を
懐
か
し
む
〔
｝

福
間
さ
ん
は
、
経
済
情
報
誌
を
発

行
す
る
会
社
の
社
長
を
務
め
ら
れ
た

ほ
か
、
浄
土
真
宗
の
信
仰
を
大
切
に

さ
れ
た
。
趣
味
の
ゴ
ル
フ
は
、
亡
く

な
る
3
日
前
ま
で
楽
し
ん
だ
っ
　
マ
ル

チ
の
才
能
や
持
ち
味
を
、
存
分
に
発

揮
さ
れ
た
人
生
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
。

こ
こ
で
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
一
つ
。
私

の
手
元
に
A
4
判
の
封
筒
が
届
い
た

の
は
7
月
1
9
日
だ
っ
た
。
差
出
人
は

福
間
さ
ん
。
中
に
は
福
間
さ
ん
の
同

期
で
結
成
す
る
「
有
終
会
」
の
会
報

と
、
手
書
き
の
手
紙
が
同
封
さ
れ
て

い
た
。
手
紙
の
内
容
を
く
だ
い
て
言

え
ば
「
編
集
作
業
は
孤
独
で
し
ん
ど

い
よ
な
あ
。
あ
ん
た
も
頑
張
れ
よ
」

の
激
励
文
（
h
消
印
を
見
る
と
、
ご
逝

去
当
日
の
1
7
日
だ
っ
た
。

命
尽
き
る
直
前
ま
で
、
福
間
さ
ん

の
お
気
持
ち
は
同
窓
会
や
仲
間
、
母

校
在
校
生
を
含
む
後
輩
た
ち
に
向
け

ら
れ
て
い
た
に
違
い
な
い
。

関
西
財
界
で
長
年
に
わ
た
り
活
躍

し
、
鯉
城
関
西
同
窓
会
創
設
の
発

起
人
で
も
あ
っ
た
井
上
義
園
顧
問

が
6
月
2
0
日
永
眠
。
9
0
歳
。

（
昭
和
4
1
年
卒
　
鯉
城
関
西
同
窓
会

会
長
・
福
原
菅
晃
）

井
上
先
輩
は
、
昭
和
6
年
生
ま
れ
。

白
鳥
小
学
校
、
広
島
一
中
を
2
3
年
に

卒
業
〔
∴
京
都
大
学
法
学
部
か
ら
器
年

に
大
阪
金
属
工
業
（
規
ダ
イ
キ
ン
工

業
）
　
に
入
社
。
副
社
長
、
副
会
長
を

歴
任
さ
れ
、
平
成
1
7
年
に
顧
問
を
退

任
。
関
西
経
済
同
友
会
代
表
幹
事
、

関
西
経
済
連
合
会
常
任
理
事
な
ど
の

要
職
を
務
め
ら
れ
る
と
と
も
に
、
ア

ジ
ア
太
平
洋
地
域
の
発
展
に
人
材
育

成
が
不
可
欠
と
し
て
設
立
に
関
わ
ら

れ
た
公
益
財
団
法
人
「
太
平
洋
人
材

交
流
セ
ン
タ
ー
（
A
P
E
X
）
」
　
の

理
事
長
、
会
長
を
約
2
0
年
間
務
め
ら

れ
ま
し
た
〔
〉
そ
し
て
地
方
分
権
を
推

進
す
る
た
め
に
、
関
西
広
域
連
合
の

設
立
に
も
尽
力
さ
れ
、
平
成
2
2
年
の

第
4
回
本
会
総
会
で
は
、
「
地
方
分

権
と
関
西
の
活
性
化
」
を
テ
ー
マ
に

ご
講
演
を
い
た
だ
き
大
変
感
銘
を
受

け
ま
し
た
ゥ

広
島
一
中
3
年
生
の
昭
和
2
0
年

8
日
6
日
、
学
徒
動
員
先
の
東
洋
工

業
（
現
マ
ツ
ダ
）
　
で
被
ば
く
さ
れ
、

白
島
町
の
自
宅
に
帰
る
時
の
体
験
を

綴
っ
た
「
『
あ
の
日
』
前
後
－
広
島

原
爆
忌
」
を
平
成
1
2
年
に
上
梓
さ
れ

ま
し
た
。
挿
絵
も
自
ら
筆
を
執
ら
れ
、

英
訳
本
は
ア
メ
リ
カ
に
も
寄
贈
さ
れ

て
い
ま
す
。

井
上
顧
問
が
平
成
H
年
に
近
畿
広

島
県
人
会
会
長
に
就
任
さ
れ
た
際
、

関
西
に
鯉
城
同
窓
会
が
な
い
こ
と
が

話
題
と
な
り
、
副
会
長
の
南
維
三
・

本
会
顧
問
、
副
幹
事
長
の
大
津
巧
・

本
会
顧
問
と
が
相
談
さ
れ
、
1
5
年
の

県
人
会
総
会
で
岡
田
茂
・
鯉
城
東
京

同
窓
会
会
長
（
当
時
、
故
人
）
と
巻

幡
展
男
・
本
会
顧
問
ら
が
再
会
し
意

気
投
合
さ
れ
て
、
1
9
年
の
創
立
に
突

き
進
ん
だ
と
、
鯉
城
関
西
1
0
周
年
記

念
誌
に
述
懐
さ
れ
て
い
ま
す
。


